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－総括１－ 

 

新規事業及び重要事業総括表 

 

 

Ⅰ 総 額 

 

 【一般会計】 

区分 平成２８年度 平成２７年度 伸び率 

予算総額 ２２，７９３，２７６千円 ２１，９３５，２２８千円 ３．９％ 

一般会計構成比          １.２%         １．２%    － 

 

  【中小企業高度化資金特別会計】 

予算総額 ４９４，２２５千円 ６５８，４３５千円 △24.9％ 

 

Ⅱ 主な新規事業及び重要施策                     （単位 千円） 

 

 １ 経済を活性化する「稼ぐ力」の強化 

 （１）先端産業プロジェクトの推進 

  Ｐ １    先端産業創造推進事業【産業支援課】           ２７，８６２ 

  Ｐ ２    ナノカーボンプロジェクト推進事業【産業支援課】    ３１４，９００ 

  Ｐ ３    医療イノベーションプロジェクト推進事業【産業支援課】 ５７３，６３７ 

  Ｐ ４        ロボットプロジェクト推進事業【産業支援課】      ３６７，２１５ 

  Ｐ ５     新エネルギープロジェクト推進事業【産業支援課】    ３８５，５８２ 

  Ｐ ６     航空・宇宙プロジェクト推進事業【産業支援課】     １７２，７８９ 

 

 （２）生産性向上への支援 

  Ｐ ７ 新規 サービス産業事業者ICT活用支援事業【商業・サービス産業支援課】 

                                      ４，８９１ 

  Ｐ ８ 新規 ものづくりIoT活用支援事業【産業支援課】         ４１，９２０ 

     〈平成２７年度２月補正予算〉 

  Ｐ ８ 新規 ものづくりのための物流IoT支援事業【産業支援課】     １９，１８６ 

  Ｐ ９  新規  県内企業の人材育成総合支援事業【産業人材育成課】    ６６，９０６ 

 

 ２ 女性がいきいきと輝く社会の構築（埼玉版ウーマノミクスプロジェクトの更なる推進） 

 （１）働きやすい環境の整備 

  Ｐ１０    多様な働き方推進事業【ウーマノミクス課】        １２，８３６ 

  Ｐ１１  新規 仕事と育児の両立サポート事業【ウーマノミクス課】     ８，６４８ 

  Ｐ１２        女性の活躍するフィールド拡大事業【ウーマノミクス課】  ２１，２２９ 

  Ｐ１３    女性活躍推進事業【ウーマノミクス課】          １７，５４６ 

  Ｐ１４    企業内保育所設置等促進事業【ウーマノミクス課】    １２７，４１２ 

 （２）女性の就業・起業支援 

  Ｐ１５    女性キャリア総合支援事業【ウーマノミクス課】         １５８，６１１ 

    Ｐ１６      在宅ワーク総合支援事業【ウーマノミクス課】           ３６，２２７ 



－総括２－ 

 （３）女性の活躍を応援する気運づくり 

  Ｐ１７    埼玉版ウーマノミクス情報発信事業【ウーマノミクス課】  １２，１４４ 

    Ｐ１８       SAITAMA Smile Womenフェスタ開催事業【産業支援課】      １１，５５８ 

 

 ３ おもてなし日本一の観光づくりの推進 

 （１）新たな資源開発と観光基盤の整備 

  Ｐ１９    多彩な埼玉観光創造事業【観光課】            １７，５００ 

  Ｐ１９    埼玉県観光づくり推進事業【観光課】           １１，１８２ 

  Ｐ１９    県産品販売・拡大・ブランド化推進事業【観光課】     １０，６８０ 

 

 （２）外国人観光客１００万人の誘致促進 

     〈平成２７年度２月補正予算〉 

  Ｐ２０ 新規 埼玉国際観光コンシェルジュ設置事業【観光課】       ３，９６０ 

  Ｐ２０  新規  伝統的手工芸品ブランド化推進事業【観光課】       ２０，８３０ 

     〈一部平成２７年度２月補正予算〉 

  Ｐ２０  新規 外国人向けプロモーション強化事業【観光課】       ３３，５６２ 

     〈平成２７年度２月補正予算〉 

  Ｐ２０  新規  インダストリアルツーリズム促進事業【観光課】      ２３，０５３ 

  Ｐ２０  新規 アニメだ！埼玉事業【観光課】              ２５，３１３ 

     〈平成２７年度２月補正予算〉 

  Ｐ２０  新規  広域周遊ルート誘客促進事業【観光課】          ５７，５１２ 

 

 ４ がんばる中小企業の支援 

 （１）県内経済を支える中小企業の支援 

  Ｐ２１    小規模事業経営支援推進費【産業労働政策課】    ２，９２１，５２５ 

  Ｐ２２    中小企業イノベーション支援事業【産業支援課】      １４，０３１ 

  Ｐ２２    中小企業経営力向上事業【産業支援課】          ７５，７９３ 

  Ｐ２３    中小企業制度融資事業費【金融課】         １，７９９，４７４ 

 

 （２）県内企業の海外展開支援 

  Ｐ２４ 新規 戦略的新興国市場参入支援事業【企業立地課】       ３７，４１６ 

  Ｐ２４    中小企業国際化支援事業【企業立地課】          ６６，７９３ 

  Ｐ２４    産業フロンティア開拓事業【企業立地課】         １０，９６３ 

  Ｐ２４    海外ビジネス人材交流促進事業【企業立地課】        ７，２８１ 

  Ｐ２４    アセアンマーケット参入推進事業【企業立地課】      ５９，７９４ 

 

 （３）ベンチャー企業の支援 

  Ｐ２５    創業・ベンチャー支援事業費【産業支援課】        ７４，２８５ 

  Ｐ２５    魅力あるベンチャー企業育成事業【産業支援課】       ４，９０９ 

 



－総括３－ 

 （４）地域商業の強化 

  Ｐ２６    黒おび商店街応援事業【商業・サービス産業支援課】     ７，２６９ 

  Ｐ２６    「みんなで商店街に行こう」キャンペーン推進事業【商業・サービス産業支援課】                                                          

                                      ６，４７７ 

 ５ 産業集積の推進 

 （１）企業誘致の推進 

  Ｐ２７    企業立地推進事業【企業立地課】             ２６，９０６ 

  Ｐ２７    産業立地促進助成費【企業立地課】         １，３７０，８８１ 

  Ｐ２７    産業用地開発促進事業【企業立地課】            ４，８０３ 

 

 ６ 高齢者が社会を共に担う「シニア革命」の推進 

  Ｐ２８ 新規 アクティブシニア活躍支援事業【就業支援課】      １７７，３４０ 

 

 ７ 雇用の安心 

 （１）ハローワーク特区の推進と身近な就職相談の拡大 

  Ｐ２９    ハローワーク浦和・就業支援サテライト運営費【就業支援課】 

 １３２，８７６ 

  Ｐ２９ 新規 アクティブシニア活躍支援事業【就業支援課】       ２９，６４６ 

                                      （一部再掲） 

  Ｐ２９    県内どこでも就職相談推進事業【就業支援課】        ５，８１４ 

  Ｐ２９    女性キャリア総合支援事業【ウーマノミクス課】        １５，１７６ 

                                        （一部再掲） 

 

 （２）若年求職者に対する就業支援 

  Ｐ３０    若者正規雇用化拡大事業【就業支援課】         １８２，９４７ 

  Ｐ３０    ハローワーク浦和・就業支援サテライト運営費【就業支援課】６２，６１３ 

                                      （一部再掲） 

 （３）大学生の就業支援 

  Ｐ３１    大学生のための県内企業魅力発見事業【就業支援課】    ２５，２７６ 

  Ｐ３２    大学生インターンシップ推進事業【産業人材育成課】    １９，８９３ 

 

 （４）障害者に対する就業支援 

  Ｐ３３    障害者雇用サポートセンター運営費【就業支援課】     ３２，３５２ 

  Ｐ３３    精神障害者雇用拡大推進事業【就業支援課】        ３４，３９３ 

  Ｐ３３    障害者雇用推進事業【就業支援課】            ７２，６１１ 

 

 （５）労働環境の整備 

  Ｐ３４ 新規 県内中小企業合同入社式等開催事業費【勤労者福祉課】 

                                      ６，７６０ 



 

 - 1 - 

 

先端産業創造推進事業  

 

担当 産業支援課 先端産業担当 

内線 ３７７６         

 

１ 目  的 

  大学や研究機関等の研究シーズと企業の優れた技術を融合し、実用化・製品化開発を

進め、県内に付加価値の高い先端産業を創造、育成する。 

 

２ 事業内容 

（１）先端産業研究サロンの運営等（予算額 ２４，０２０千円） 

  ア  先端産業研究サロンの運営 

    第一線の研究者や有識者で構成する「先端産業研究サロン」を運営し、研究開発

テーマの選定など先端産業創造プロジェクトの推進について助言を受ける。 

  イ 先端産業に関する市場調査 

    企業の先端産業分野への参入意向などの調査を実施する。 

  ウ 先端産業創造プロジェクトのＰＲ 

    プロジェクトの取組や各重点分野を担う県内主要企業等を紹介する。 

 

（２）先端産業創造産学官交流会の開催（予算額 １，４４２千円） 

   研究開発に意欲的な県内企業と大学・研究機関、行政・支援機関等の幹部による交

流の場を設け、産学官連携の促進につなげる。 

 

（３）先端産業支援センター埼玉の運営（予算額 ２，４００千円） 

   先端産業分野の技術、法規制などの課題に対し、専門家による相談支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ２７，８６２千円  

交流促進 技術相談 法規制相談 

先端産業研究サロン 

助 言 

先端産業の 

創造・集積 

大学・研究機関等の 

研究シーズ 

企業の優れた技術 

融合 

実
用
化
・
製
品
化
開
発 

事 

業 

化 

先端産業支援センター埼玉 先端産業創造産学官交流会 



一部新規 
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ナノカーボンプロジェクト推進事業  

 

担当 産業支援課 先端産業担当 

内線 ３７３５         

 

１ 目  的 

  今後様々な応用製品が期待されるナノカーボンを活用した新素材や新製品の開発を支

援し、県内に新たな成長産業を創造・育成する。 

 

２ 事業内容 

（１）先端産業研究サロン ナノカーボン部会の運営（予算額 ２，０６０千円） 

   専門家で構成する部会において、プロジェクトの推進について助言を受ける。 
 

（２）技術交流会の運営（予算額 ２，１０６千円） 

   企業・大学・支援機関等による情報交換やネットワークの場づくりを行う。 
 

（３）産学連携による研究開発の支援（予算額 １８４，８５５千円） 

   先端的なシーズを持つ大学・研究機関と県内企業等が連携した研究開発を支援する。

また、産業技術総合センター（ＳＡＩＴＥＣ）においてナノカーボンを活用した新素

材などの評価解析技術を開発する。 
 

（４）企業によるナノカーボン実用化・製品化開発の支援（予算額 １２３，３１６千円） 

  ア ナノカーボン新素材開発の助成 

    ナノカーボンを活用した新素材の開発に取り組む企業を支援。 

補助率：１０／１０（上限：５００千円） 

  イ ナノカーボン新技術・製品化開発の助成 

    企業等が主体となって行う先端的な新技術・製品化の研究開発を支援。 

    補助率：１０／１０（上限：２０，０００千円） 
 

（５）  ナノカーボン産業を担う人材の育成（予算額 ２，５６３千円） 

   ナノカーボン分野への参入を目指す企業を対象に、開発からビジネスまで体系的に

習得する実践的講座を開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ３１４，９００千円 

 
ナノカーボンプロジェクト 

先端産業研究サロン ナノカーボン部会 第一線の専門家がプロジェクトの推進に助言 

新素材開発支援 
 

新素材開発に挑戦する 
企業を支援 

 

産学連携 
研究開発支援 
大学等のシーズ 

を生かした研究開発 

新素材 
評価解析技術開発 
SAITEC による新素材 
の評価解析技術の開発 

新技術・製品化 
開発支援 

有望な研究開発を 
行う企業等を支援 

ナノカーボン先端技術交流会 企業､大学等による情報交換、ネットワークづくり 

 新 

人材育成講座 企業のナノカーボン分野への参入を支援 



一部新規 
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医療イノベーションプロジェクト推進事業  

 

担当 産業支援課 先端産業担当 

内線 ３７３７         

１ 目  的 

  将来的に成長が見込まれる医療機器等の医療関連分野においてイノベーションを促進

し、本県の医療関連産業の振興を図る。 

 

２ 事業内容 

（１）先端産業研究サロン 医療イノベーション部会の運営（予算額 ２，０６０千円） 

   専門家で構成する部会において、プロジェクトの推進について助言を受ける。 

 

（２）医療イノベーション埼玉ネットワークの運営（予算額 ３２，２５１千円） 

  ア ネットワーク運営事業 

    さいたま市と共同で、企業や大学・研究機関、医療機関などが参加するネットワ

 ークを運営し、産学医の連携による医療イノベーションを活性化。 

  イ  三者連携開発モデル構築事業 

    医療機関・ものづくり企業・製販企業の連携による医療機器開発を支援。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）産学連携による研究開発の支援（予算額 ２３５，０００千円） 

   先端的なシーズを持つ大学・研究機関と県内企業等が連携した研究開発を支援する。 

 

（４）企業による医療機器等の開発・市場化の支援（予算額 ３０４，３２６千円） 

  ア 医療機器等新技術・製品化開発の助成 

    企業等が主体となって行う先端的な新技術・製品化の研究開発を支援。 

    補助率：１０／１０（上限：２０，０００千円） 

  イ 医療機器等試作品コンテストの実施 

    優れた試作品を表彰することにより、その後の市場化を支援。 

  ウ 海外取引に必要な認証等の取得を支援 

    補助率：１／２（上限：１，５００千円） 

 

３ 予 算 額  ５７３，６３７千円 

 新 



一部新規 
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ロボットプロジェクト推進事業  

 

担当 産業支援課 先端産業担当 

内線 ３７３５         

１ 目  的 
  介護をはじめとしたサービス分野など、今後様々な分野で活用が期待されるロボット
の開発から市場化までを一貫して支援することにより、ロボット産業を育成する。 

 

２ 事業内容 
（１）先端産業研究サロン ロボット部会の運営（予算額 ２，０６０千円） 
   専門家で構成する部会において、プロジェクトの推進について助言を受ける。 
 

（２）  ロボットビジネスコンソーシアムの運営（予算額 ６，０３５千円） 
   企業・大学・支援機関等が参加するコンソーシアムを設置し、情報交換やネットワ

ークの場づくりを行うほか、ニーズのあるロボット開発を目指す研究会などを通じ、
ロボット開発を活性化する。 

 

（３）産学連携による研究開発の支援（予算額 ２０９，７１６千円） 

   先端的なシーズを持つ大学・研究機関と県内企業等が連携した研究開発を支援する。 
 

（４）企業によるロボット開発・市場化の支援（予算額 １４４，４０４千円） 
  ア 新規参入トライアル開発の助成   補助率：１０／１０（上限：１，０００千円） 
    新規参入を考える企業のロボット開発の企画・市場調査・試作などを支援。 

  イ ロボット新技術・製品化開発の助成 補助率：１０／１０（上限：２０，０００千円） 
    企業等が主体となって行う先端的な新技術・製品化の研究開発を支援。 

  ウ 試作品モニタリング調査等の助成  補助率：１／２（上限：３，０００千円） 

    開発したロボットのデータ収集のために実施するモニタリング調査等を支援。 

  エ 販路開拓の支援   開発したロボットの展示会出展を支援。 
  オ 実証試験場の運営  開発したロボットの実証試験を行う場を提供。 

 

（５）  ロボット産業を担う人材の育成（予算額 ５，０００千円） 

   センサーやＡＩなどのロボット技術や成功するビジネスモデルづくりを習得する実

践的講座を開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ３６７，２１５千円 

 新 

ロボット 
部 会 

プロジェクトの進め方
や開発テーマへの助言 

ＰＲ支援 
○展示会出展の支援 

実証試験場の運営 
○旧毛呂山高校や 
 県有施設を 
 実証試験場として 
 活用 

大  学 

研究機関 

シンクタンク 

ロボット開発 
○産学連携 
 による開発 
 
 
      など 
 
○企業等の 
 自発的な開発 

大学 企業 

SAITEC 

ロボットビジネスコンソーシアム 
 

ロボット研究会 
○導入ニーズの発掘 
○ロボット開発に向けた活動 

ロボットビジネス交流会 
○技術・情報交換 
○ネットワークづくり 

ロボット人材の育成 
○ロボット開発実践講座  ○ロボットビジネス実践講座 

 新 
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新エネルギープロジェクト推進事業  

 

担当 産業支援課 先端産業担当 

内線 ３７３７         

 

１ 目  的  

  次世代住宅分野や蓄電池分野などにおける先端的な研究開発を進めることによって、

県内企業の新エネルギー分野への参入を促進し、新エネルギー産業の振興を図る。 

 

２ 事業内容 

（１）  先端産業研究サロン 新エネルギー部会の運営（予算額 ２，０６０千円） 

   専門家で構成する部会において、プロジェクトの推進について助言を受ける。 

 

（２）産学連携による研究開発の推進・支援（予算額  ２８１，３１６千円） 

  ア 次世代住宅産業プロジェクト 

     地中熱ヒートポンプシステムなど次世代住宅分野の新技術・製品開発を支援。 

  イ 次世代型蓄電池の研究開発 

    マグネシウム蓄電池等の研究開発を支援。 

  ウ 新エネルギー活用技術研究開発 

    先端的なシーズを持つ大学・研究機関と県内企業等が連携した研究開発を支援。 

 

（３）新エネルギー新技術・製品化開発の助成（予算額 １０２，２０６千円） 

    企業等が主体となって行う先端的な新技術・製品化の研究開発を支援。 

    補助率：１０／１０（上限：２０，０００千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ３８５，５８２千円 

 新 

次世代型蓄電池の研究開発 

試験用マグネシウム蓄電池セル 

次世代住宅産業プロジェクト 

直膨式地中熱ヒートポンプシステムの開発 
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航空・宇宙プロジェクト推進事業  

 

担当 産業支援課 産学連携・知的財産担当 

内線 ３７３６              

 

１ 目  的 

  民間航空機市場の拡大など今後の成長が見込まれる航空・宇宙分野における県内中小企

業の参入・事業拡大を支援し、航空・宇宙産業の県内への集積を図る。 

 

２ 事業内容 

（１）中小企業の参入・事業拡大支援（予算額 ７０，５５１千円） 

ア 企業のマッチング支援等 

    コーディネータの配置や参入研究会の開催により、大手企業とのマッチング等を

支援する。 

イ 取引に必要な品質管理認証資格（JISQ9100、Nadcap）の取得助成 

        補助率：１／２（上限：１，５００千円） 

ウ 国内・海外の展示商談会への出展支援 

        展示商談会の出展料等を助成。 

エ   一貫受注モデルの構築 

企業をチーム化し、複数の工程を一括して引き受ける一貫受注体制の構築を支援す

る。 

 

（２）参入・事業拡大のための技術・製品開発への助成（予算額 １０２，２３８千円） 

   航空・宇宙産業への参入や事業拡大に取り組む県内中小企業の技術・製品開発を支

  援する。 

   補助率：１／２（上限：２０，０００千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  １７２，７８９千円  

 

 

 

 

 

 

県内中小企業 

 

○コーディネータによる支援 

○参入研究会開催 

○展示会出展支援 

 

 

・世界的な需要拡大による 
成長産業 

・裾野が広く、先端技術が集積 

・電機、自動車産業などで培った 
 高い技術力 

・新しい成長分野への参入意欲 

埼玉県 

マッチング 

航空・宇宙産業 

○品質管理認証資格の取得助成 

○開発費助成 

○一貫受注体制の構築 

 新 

・得意とする工程の差別化 
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サービス産業事業者 ICT 活用支援事業 

            

            担当 商業・サービス産業支援課 総務・サービス産業担当 

            内線 ３７５４ 

 

１ 目的 

   ICT 活用は、付加価値向上や効率化を実現する上で有効であり、多くの業種で活用

が進んできている。しかし、小規模事業者を中心としたサービス産業事業者では活

用が進んでいない状況である。 

   そこで、サービス産業事業者向けに ICT 導入支援や具体的な活用事例の収集・発

信を行い、サービス産業事業者の ICT 活用を促進する。 

 

２ 事業概要 

   （１）ICT 活用効果の理解拡大・導入支援 

      セミナーや勉強会などを通じて ICT 活用のメリットなどの理解を深め、効果的

な ICT 導入に結びつける。また、IT コーディネーターなどの専門家を活用し実

践的な導入支援を行う。 

 

   （２）ICT を効果的に活用する「達人紹介」 

      ICT 活用のメリットやノウハウの見える化の一環として、ICT を効果的に活用

しているサービス産業事業者や事業内容や規模にあった上手な導入事例を発掘し、

「達人」として紹介。 

      導入の流れやポイントなどのノウハウを集約し、「達人紹介」事例集として発

信する。 

 

        

 

３ 予算額 ４，８９１千円 
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ものづくり企業のＩｏＴ活用支援 
 

                                 担当 産業支援課 産学連携・知的財産担当 

                                 内線 ３９１７ 
 
１ 目的 
 
 製造現場のスマート工場化や物流との情報連携など、ＩｏＴを活用したものづくり企業の

先進生産システム構築を支援する。 
 
２ 事業内容 
 
（１）ものづくりＩｏＴ活用支援事業（予算額 ４１，９２０千円） 
 
  ア スマートものづくり支援プロジェクト（予算額 ３６，６４０千円） 

   ＩｏＴの活用によるものづくり企業の生産性向上を支援するため、埼玉県産業技術総合

  センター（ＳＡＩＴＥＣ）内にモデル的な設備ラインを設置して汎用的なモデル生産

  システムを開発し、中小企業への普及を図る。 
 
  イ ＩｏＴに関する情報提供、相談対応（予算額 ５，２８０千円） 

  （公財）埼玉県産業振興公社にコーディネータを配置し、中小企業のＩｏＴ活用に関する

  情報提供や相談対応などを行う。 
 
（２）ものづくりのための物流ＩｏＴ支援事業（予算額 １９，１８６千円）<平成27年度2月補正予算> 
 
 取引先の在庫状況や配送中のトラックの位置などの物流情報を、ＩｏＴを活用して管理・

把握する物流管理システムを開発し、スマート工場の生産システムに連携させることで、

ものづくり企業のより一層の生産性向上につなげる。 
  
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予算額  ６１，１０６千円  

【第 2 段階（平成 29 年度前半）】 

・技術サポート体制の整備 
支援マニュアルの作成 

支援職員の育成 

 

 
【第 3 段階（平成 29 年度後半以降）】 

・先進生産システムを県内中小企業へ普及 
汎用的なモデル生産システムを 

もとにした生産システム構築を支援 

 

 

               

【第 1 段階】 

 ・SAITEC 内にセンサー網を組み込んだモデル 

 的な設備ラインを設置 

 

 ・生産管理プログラムの開発 

   

 汎用的なモデル生産システムの開発 

 

 ・協力企業での実地テスト 

 

 

 

モデル生産システムの構築 

 

平成 28 年度 平成 29 年度以降 

スマートものづくり支援プロジェクト 

物流管理システム

の開発 

自社倉庫 

取引先倉庫 

自社トラック

倉庫 取引先トラック
倉庫 

原材料等の在庫情報 

・位置情報 

・積載している原材料等 

 の物流情報 

システム間連携 

ものづくりのための物流ＩｏＴ支援事業 
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県内企業の人材育成総合支援事業  

 

担当 産業人材育成課 総務・職業訓練推進担当 

内線 ４５９４                

 

 

１ 目的 

 県内企業の社員一人一人のスキルを高め、生産性向上に結び付けるため、産

学官の連携により在職者訓練等の支援を拡充する。また、より高度な介護サー

ビスを提供するため、高等技術専門校における訓練科目の見直しを行う。 

 

 

２ 事業内容 

（１）産学官連携による在職者訓練の強化（予算額 ６５，０３９千円） 

  ・高等技術専門校が実施するオーダーメイド型の在職者訓練を拡充 

  ・在職者のスキルアップを支援している国・県・大学等をネットワーク化し、

各機関の支援メニューを集約して利用者にわかりやすく情報発信 

  ・在職者訓練コーディネーターが企業の相談に対応し、最適な支援メニューを案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）高等技術専門校の訓練科目の見直し（予算額 １，８６７千円） 

  ・より高度な介護サービスを提供できる人材を育成するため、介護サービス

科の訓練レベルを初任者レベル（介護の入門資格、訓練期間は３か月）か

ら実務者レベル（より高度な知識・技能を習得、訓練期間は６か月）に引

き上げる準備を進める。 

   （平成２８年度は訓練機器等を整備し、平成２９年度から訓練開始） 

 

 

３ 予 算 額  ６６，９０６千円  

国の職業 

訓練施設 
県内大学 

試験研究
機関 

中小企業
支援機関 

県の職業訓練校 

訓練コーディネータ 

在職者スキルアップ支援 

機関のネットワーク 
県内企業 

情報発信 

相談・申込 
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認定企業数 

１，９７６社 
（平成２８年１月末現在） 

 

多様な働き方推進事業  

 

担当 ウーマノミクス課 企画・企業内保育所担当 

内線 ３９６６          

 

１ 目  的 

  女性がいきいきと働き続けられる職場環境づくりを促進するため、短時間勤 

 務など多様な働き方を実践している企業を認定し、男女がともに仕事と子育て 

 等を両立できる環境を整備する。 

 

 

２ 事業内容  

（１）○新５００社訪問によるステップアップ支援 

        認定企業の中から５００社を県職員が訪問し、女性活躍推進アドバイザ 

      ーの派遣等を通じて、認定のステップアップを支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）○新新たな評価視点の導入～男性の育休取得をプラス評価～ 

         男性従業員の育休取得実績があり、男性も含めた働き方の見直しに取り 

   組む企業をプラスに評価する。 

（例）プラチナ「＋（プラス）」など 

 

（３）○新効果の見える化 

         認定企業の女性管理職比率や定着率の推移などを分析し、多様な働き方

       の効果の見える化を行うことにより更なる普及を図る。 

 

 

３ 予 算 額  １２，８３６千円 

目標：平成３１年度末 

３，０００社 
（ステップアップを含む） 

★６項目すべてに該当・・・ 

 

★４項目以上に該当・・・・ 

 

★２項目以上に該当・・ 

ス

テ

ッ

プ

ア

ッ

プ

支

援 

【審査基準】 
 

 

 

 

 

ゴールド       

 シルバー        

プラチナ      
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仕事と育児の両立サポート事業  

 

担当 ウーマノミクス課 推進担当 

内線 ３９６０          

 

１ 目  的 

  女性が仕事と家庭を両立して生き生きと働き続けるためには、男性も働き方を見直し

家事や育児に関わるなど、ワークライフバランスを進めていく必要がある。 

  このため、男性の育児休業取得のモデルとなる企業に対して奨励金を支給し、その企

業の取組を発信することで男性の仕事と家庭の両立支援を行う。 

 

２ 事業内容  

（１）男性の育休取得のモデルとなる企業への支援 

  ア 企業へのアドバイザー派遣 

    社員の理解を促進するための事前研修の実施や男性の育休取得促進のための取組 

   をアドバイス 

  イ 男性の育休取得者がいる企業に対する奨励金の交付 

  （ア）対  象 １０日以上育休を取得した男性がいる企業 

  （イ）募集企業 ２５社 

  （ウ）奨 励 金 ３０万円 

  ウ 企業による「男性の働き方見直し宣言」 

 

（２）男性の育休取得モデル企業の発信 

   モデル企業の取組や社員の声を専用サイト等で紹介し、県内外に情報発信 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ８，６４８千円 

男性社員の育休取得 
「男性の働き方見直し 

  宣言」 

男性の育休取得モデル企業として 

奨励金を交付 

アドバイザーによる

研修等の実施 

取組を専用サイト等で紹介 

http://www.google.co.jp/url?url=http://blog.goo.ne.jp/japanese-illustration/e/1776aaa6914a128245e7a4127ffd3ead&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ved=0CBoQwW4wAmoVChMIhe-bp-LFyAIVgyCmCh0IdgJZ&usg=AFQjCNFlQqH83MYpUYshf9BSXVdznGaOEA
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女性の活躍するフィールド拡大事業  

 

担当 ウーマノミクス課 推進担当 

内線 ３９６５          

 

１ 目  的 

商工団体や建設業、運輸業など女性の少ない業界団体との連携を通じて、女性が活躍

するフィールドを拡大するとともに、各企業における女性が働きやすい環境づくりを推

進する。 

 

２ 事業内容  

（１）○新女性活躍推進リーダーの育成（１００団体） 

  ア 商工団体や業界団体における女性活躍推進リーダー育成研修の開催 

  イ 「女性活躍推進ハンドブック」などの活用による団体内の取組支援 

 

（２）団体と連携した取組の実施（４０団体） 

  ［例］ 

   ・経営者向けセミナーの開催 

   ・先進事例の調査 

   ・女性従業員のネットワークづくりの支援 

   ・女性の採用を拡大するための広報物の作成  など 

 

（３）○新女性の少ない業界団体の雇用拡大に向けた支援（１０団体） 

  ア 求職者向けセミナー 

  イ 企業説明会 

  ウ 職場見学・体験ツアー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ２１，２２９千円 

商工団体・業界団体

各会員企業

リーダーの育成
（１００団体）

女
性
活
躍

の
推
進

県

女性求職者

連携した取組
（４０団体）

マッチング支援
（１０団体）
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女性活躍推進事業  

 

担当 ウーマノミクス課 推進担当 

内線 ３９６０          

 

１ 目  的 

  企業における女性の活躍を推進するため、コンサルタントを派遣するなど企業の取組

を支援し、県内企業にその成果を広める。 

  また、女性活躍推進法の成立に伴い市町村における女性活躍推進に係る取組の必要性

が高まるため、市町村での取組を支援する。 

  さらに、大学生を対象にライフデザイン等に関する意識を醸成する。 

 

 

２ 事業内容  

（１）企業における女性の活躍推進支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）○新市町村での取組支援 

  ・ 市町村における推進役となる人材の育成（全市町村） 

  ・ 市町村実施事業に対する支援（１０市町村）  

 

（３）学生向けセミナー 

  ・ 大学生のライフデザインや多様な働き方などに関する意識を醸成（1,000人） 

 

 

３ 予 算 額  １７，５４６千円 

① 経営者・管理職向けセミナー 

 ・イクボス養成講座など（３回 ２００社） 

② コンサルタント等派遣 

 ・企業の取組を継続的に支援 

 （１０社×６回など） 

成果発表会 

・取組の成果を他社へ 

 発信 

③ 先進企業見学ツアー 

④ イクボス養成啓発資料の作成 

 

企
業
に
お
け
る 

 

女
性
活
躍
の
取
組
が
促
進 
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企業内保育所の整備促進  

 

担当 ウーマノミクス課 企画・企業内保育所担当 

内線 ３９６３                 

 

１ 目  的 

  出産・育児による離職の防止や勤務時間に合わせた保育など企業・従業員の双方にメ

リットのある企業内保育所の設置・運営を支援することにより、子育てをしながら働き

続けることができる環境を整備する。 

 

２ 事業内容 

（１）企業内保育所設置等促進事業 

  ア 企業内保育所の整備に対する補助（２０施設） 

    企業内保育所の整備費を補助する。 

     補助率  １０／１０ 上限 ５，０００千円 

 

  イ 共同利用型企業内保育所の運営に対する補助（１０施設） 

    複数の企業等で利用する共同利用型企業内保育所の運営費を補助する。 

       補助率  １０／１０  

    上限 １年目 ３，０００千円、２年目 ２，２５０千円、３年目 １，５００千円 

 

（２）企業内保育所設置運営支援事業 

   企業内保育所の設置を検討している企業等に対し、豊富なノウハウを有するアドバ

イザーを派遣するなどの支援を行う。 

   

（３）県庁と企業による共同利用型保育所設置事業 

   県と周辺企業等で共同利用型保育所（コバトン保育園）を運営することを通じて得 

  られた運営ノウハウを広く情報提供することにより、民間における設置を促進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  １２７，４１２千円 

アドバイザーに

よる助言 
整備費の補助 運営費の補助 

 

 

 

保育所設置を検討中の

企業等 

 

 

 

保育所を設置する 

企業等 

 

 

 

共同利用型保育所を 

運営する企業等 

子
育
て
中
の
従
業
員
も 

働
き
や
す
い 

職
場
環
境
の
実
現 
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女性キャリア総合支援事業 
 

             担当 ウーマノミクス課 女性チャレンジ・女性就業相談担当 

               内線 ３９６３ 

        

１ 目  的 

 女性キャリアセンターの運営等により、働くことを希望しながらも子育てとの両立や

職業上のブランクなどに不安を抱えている女性を後押しし、女性の就業を支援する。 

 また、働く女性の定着やキャリアアップ支援に取り組むことにより「働く」を考える

すべての女性を総合的に支援する。 

 

２ 事業内容 

（１） 働きたい女性向けの就業支援 

ア  面談相談 

    女性キャリアカウンセラーが、利用者の希望に応じた就職活動を支援するため、  

 面談相談を行う。 

          

イ  就職支援セミナー 

    応募書類の書き方や面接対策など、就職活動に役立つ就職支援セミナーを開催 

   する。 

 

ウ 職場体験・職場見学 

  介護・保育などの職場体験を行うとともに、女性の活躍する企業の見学会や会社 

 説明会を実施する。 

 

エ  職業紹介 

    利用者の希望に沿った求人を開拓し、条件に合った求人情報の提供を行う。また、

ハローワーク求人情報を活用して職業紹介を行う。 

    

（２）新 働く女性向けの支援 

   女性キャリアセンターを中小企業の女性社員の研修拠点と位置付け、働いている女

性を対象に、定着、両立、キャリアアップ支援を図るための「女性活躍研修カリキュ

ラム」を実施する。  

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  １５８，６１１千円  

女性キャリアセンターの

平成 28 年度目標 
利用者数：13,500 人、就職確認者数：1,600 人 
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在宅ワーク総合支援事業 
 

担当 ウーマノミクス課 女性チャレンジ・女性就業相談担当 

内線 ３９６３                      

        

１ 目  的 

 在宅ワーカーの育成と就業機会の創出を行うとともに、相談窓口の設置や企業向けア

ドバイザーの派遣などを行うことにより、在宅ワークを希望する女性の就業を総合的に

支援する。 

 

２ 事業内容 

（１）在宅ワーカーの育成 

  ア  在宅ワーカー育成セミナーの開催（１，１６０人） 

  （ア）入門コース 

      在宅ワークに関心のある女性に対し、在宅で仕事を始めるためのノウハウや注 

    意点、先輩ワーカーの事例などを紹介するセミナーを開催する。 

  （イ）スタートアップコース  

      在宅ワーク開始にあたっての具体的な知識をＯＪＴを併用しながら習得し、就 

    業準備を行うセミナーを開催する。 

  （ウ）スキルアップコース 

      需要の高い業務に関するスキルや知識をｅ-ラーニングやＯＪＴを併用しなが

    ら習得し、就業につなげるセミナーを開催する。 

  イ  現役ワーカーと受講生との交流会の開催（１５０人） 

     受講生と現役ワーカーが交流する場を設け、情報交換や連携を促すことにより、 

   就業後の定着支援を図る。 

（２）企業向けセミナーとマッチングの場の提供 

  ア  企業向け在宅ワーカー活用セミナーの開催（１５０社） 

   中小企業に対し、在宅ワーカーへの発注を促進するためのセミナーを実施する。 

  イ  企業と在宅ワーカーとのマッチング交流会（１２０社） 

   発注企業と在宅ワーカーが直接、業務の受発注を行う場を提供する。 

（３) 新 相談体制の整備 

  ア 在宅ワーカーと企業からの問合せに対応する相談窓口の設置 

  イ 企業向け在宅ワーカー活用アドバイザーの派遣 

 

３ 予 算 額  ３６，２２７千円  



一部新規 
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埼玉版ウーマノミクス情報発信事業 
 

担当 ウーマノミクス課 推進担当 

内線 ３９６５          

 

１ 目  的 

  企業・団体等が自らの活動を通じて女性の活躍応援を継続的に発信すること 

 等を通じて、県内外においてウーマノミクスの一層の理解促進と定着を図る。 
 

 

２ 事業内容 

（１）「輝く女性応援団」によるウーマノミクスの発信   〔目標 １，０００社〕 

   シンボルマークを入れた名刺やバッジによるＰＲを行うともに、企業等と連携した

取組を展開することによりウーマノミクスの情報を発信する。 

 

                                

 

 

 

 

 

  

     

    

 

 

 

 

 

 

 

（２）○新わたしの想いを伝える“ショートメッセージ” 

 企業・団体等と連携し、全ての人がいきいきと輝く社会の実現に向けたショート    

メッセージを広く募集し、女性応援の気運を高める。 

 

 

３ 予 算 額  １２，１４４千円 

 

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
加
速 

 

ア 企業・団体等が主体的に行う取組 
 

 ・ 名刺やバッジ等によるＰＲ 

 ・ ステッカーやポスターの掲示 

 ・ ○新店舗などで県民に広く手に取ってもらうための 

                 「ミニポケパンフ※」を配布 
    ※ ウーマノミクスの概要や取組、行政情報等を掲載 

 

〔例〕 ・ 大規模店舗とのイベント共同開催 

     ・ 食品会社と連携した商品開発 

     ・ 金融機関による女性活躍推進の企業支援 等 

 

 

イ 県と企業等が連携した取組 
 

 

〔例〕 ・ 大規模店舗とのイベント共同開催 

     ・ 企業と連携した商品開発 

     ・ 金融機関等による女性活躍推進の企業支援 など 
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SAITAMA Smile Womenフェスタ開催事業  

 

 担当 産業支援課 創業支援担当 

 内線 ３９０８     

 

１ 目  的 

  女性がいきいきと輝く社会の構築や、女性の消費や活躍の場を広げるために、女性を

応援するフェスタを開催する。 

 

２ 事業内容 

   SAITAMA Smile Womenフェスタの開催 

  民間企業や経済団体、女性支援団体と連携し、女性のための「商品」・「働き方」・

「生活を楽しむヒント」などを一堂に集め、女性の笑顔を発信するフェスタを開催。 

 【概 要】 

  ・日 時：平成２８年９月１０日(土)・１１日(日) 

  ・会 場：さいたまスーパーアリーナ コミュニティアリーナ・展示ホール 

  ・主 催：SAITAMA Smile Womenフェスタ実行委員会 

  ・来場者：２０，０００人見込（主に２０代～４０代の女性とその家族） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  １１，５５８千円 

SAITAMA Smile Women フェスタ 2016 

～趣味も仕事も子育ても もっと楽しむ私になるための 2日間～ 

（開催案） 

■展示ブース 

  女性向け商品・サービス・働き方等の展示・販売・体験 

 

■女性の就業・起業支援コーナー 

  多様な働き方紹介・キャリア相談・再就職支援セミナー等 

 

■ワークショップ 

  資格体験講座・女性向け健康講座 等 

 

■メインステージイベント  

  キャラクターショー・ファッションショー・ダンスショー 等 
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新たな資源開発と観光基盤の整備 
 

担当 観光課 観光・物産振興担当 

内線 ３９５２ 

 

１ 目  的 

  自然や歴史、食、アニメ、酒など埼玉オリジナルの多彩な観光・物産資源を

発掘・活用し、県内外に発信することで観光客の増加を図る。 

  また、第２期埼玉県観光づくり基本計画を策定し、観光施策を計画的に推進

する。 

 

２ 事業内容 

（１）多彩な埼玉観光創造事業       （予算額 １７，５００千円） 

   花や川、祭り、歴史など多彩な観光資源を発掘、活用し県内外に発信する

とともに、観光人材を育成し受入体制を整備する。 

（２）埼玉県観光づくり推進事業      （予算額 １１，１８２千円） 

 観光づくりに関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、「埼玉県観

光づくり基本計画」を改定する。 

（３）県産品販売・拡大・ブランド化推進事業（予算額 １０，６８０千円） 

埼玉県物産観光協会の会員拡大及び新商品の企画・開発・販売を行う。ま

た、オンラインアンテナショップの取扱品目を増やし、様々な顧客ニーズに

対応するとともに、より購買意欲をかき立てる魅力ある店舗を構築する。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予算額 ３９，３６２千円 

観 光 客 の 増 加 

（１）多彩な埼玉観光創造事業 

 ・県内外での観光キャンペーンの実施 

 ・埼玉トラベルマートの開催 

 ・ＳＮＳを活用した観光情報発信 

 ・県内ロケ地の情報提供 

 ・観光ポスター、パンフレット作成 

 ・教育旅行の誘致 

 ・ボランティアガイド研修 

 ・伝統的手工芸品の技術後継者育成 

 

 

 

（２）埼玉県観光づくり推進事業 

 ・ビッグデータの活用による観光動向の把握 

 ・計画策定のための検討委員会設置 

 ・市町村や民間企業等と連携した計画策定 

（３）県産品販売・拡大・ブランド化推進事業 

 ・物産観光協会の新規会員獲得の強化 

 ・新商品の開発及び埼玉県物産観光館 

  「そぴあ」での販売 

 ・埼玉アンテナショップ（ナチュラルローソ

ン新宿駅西店、日本橋一丁目店）の運営 

 ・オンラインアンテナショップの運営 



新 規 
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外国人観光客100万人の誘致促進 
 

担当 観光課 企画・国際観光担当 

内線 ３９５６ 
 

１ 目  的 

  2017年の世界盆栽大会、2019年のラグビーワールドカップ、2020年の東京オ

リンピック・パラリンピック大会開催に向けて、外国人に知ってもらって、来

てもらって、楽しんでもらえる埼玉づくりを推進する。 
 

２ 事業内容 

（１）埼玉国際観光コンシェルジュ設置事業（予算額  ３，９６０千円※） 

   台湾に埼玉国際観光コンシェルジュを設置し、教育旅行等の誘致を加速させる。 

（２）伝統的手工芸品ブランド化推進事業 （予算額 ２０，８３０千円） 

   外国人や若者・女性をターゲットにした「売れる」商品を開発する。 

（３）外国人向けプロモーション強化事業 （予算額 ３３，５６２千円※） 

   本県の新たな観光資源創出を図り、海外への強力なプロモーションを実施する。 

（４）インダストリアルツーリズム促進事業（予算額 ２３，０５３千円※） 

   最先端産業の見学や伝統産業の体験ができる工場等を外国人に紹介し、海

外からの観光客誘致を促進する。 

（５）アニメだ！埼玉事業        （予算額 ２５，３１３千円） 

   埼玉県全体でアニメ関連の事業を展開し、盛り上がりを創出する。 

（６）広域周遊ルート誘客促進事業    （予算額 ５７，５１２千円※） 

   埼玉・群馬・新潟・長野の４県で連携し、新たに「世界に誇る絹と金のみ

ち」の広域周遊ルートを確立し、海外からの観光客誘致を促進する。 

 

（1）埼玉国際観光ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ設置事業     （4）ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙﾂｰﾘｽﾞﾑ促進事業 

 

 

                                       （5）ｱﾆﾒだ！埼玉事業 

（2）伝統的手工芸品ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化推進事業          

                        

                                   

         

（3）外国人向けﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ強化事業       (6)広域周遊ﾙｰﾄ誘客促進事業 

                       

 

 

 
 
 
 
 
 

 

３ 予算額 １６４，２３０千円（※一部平成２７年度２月補正予算対応） 

・他自治体と連携したプロモーションの実施 

・旅行会社への売込み 

・LOVE SAITAMA サポーターによるＰＲ 等 

・現地旅行会社へのツアー売込み 

・台湾教育関係者への働き掛け 等 

・アニメ検定実施 
・アニ玉祭 
・聖地横断スタンプラリーの実施 
・アニメの聖地創造・活性化協議会の 
  開催 等 

・新製品開発コンテストの実施 

・優秀作品の商品化 

・プロモーションの実施 

外 国 人 観 光 客 の 増 加 

・多言語ガイドブックの作成 

・受入体制整備への補助 等 

・武蔵・上州・越後・信州の国 
 ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの実施 
・広域観光ﾙｰﾄのﾓﾆﾀｰツターの実施 
・ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ力向上のための情報発信 等 
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小規模事業経営支援推進費 

 

                    担当 産業労働政策課 商工団体担当  

                    内線 ３７２１ 

 

１ 目  的 

 県内商工業の発展を図るためには、県内事業者の多くを占める小規模事業者

の活力を高める必要がある。 

 そこで、商工会議所、商工会が行う小規模事業者に対する経営改善普及事業

に助成し、小規模事業者の活性化を図る。 

 

２ 事業内容 

（１）人件費（予算額 ２，７８５，７０５千円） 

小規模事業者に対して、商工会議所、商工会が経営指導・相談を行うための 

経営指導員等の設置に係る費用に対し補助する。 

 

（２）経営支援事業（予算額 ３２，５７０千円） 

ア 相談指導事業費 

小規模事業者に対して、商工会議所、商工会が行う経営指導・相談、講習 

会の開催、専門家派遣のための費用等に対し補助する。 

イ 経営指導員等研修会開催費 

小規模事業者に対し、より効果的かつ効率的な経営指導や支援を行うため、 

商工会議所、商工会職員の資質向上事業に対し補助する。 

 

（３）広域支援事業（予算額 ２３，２５０千円） 

 小規模事業者の支援を円滑に行うための広域的な情報システムの運用や、若

手後継者等の育成を行う事業に対し補助する。 

 

（４）小規模事業者経営基盤強化事業（予算額 ８０，０００千円） 

 商工会議所、商工会の連携体制を地域単位でより強化し、その体制で行う

事業者の経営相談へのきめ細かな対応や地域経済振興事業の実施など、小規

模事業者の経営基盤強化に資する事業に対し補助する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  ２，９２１，５２５千円 

埼 

玉 

県 

助 

成 

商
工
会
議
所
・
商
工
会 

地域の事業者のニーズに応じた 
・経営相談 
・融資あっせん 
・専門家派遣 
・講習会の開催 
・商談会やイベントの開催 等 

小
規
模
事
業
者 
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中小企業の経営力の向上  

 

担当 産業支援課 経営革新支援担当 

内線 ３９１０     

１ 目 的 

 中小企業の経営力を向上させるため、経営革新への積極的な取組を支援し、中

小企業の創意ある発展と経営基盤の強化を図る。 

 

２ 事業内容 

 中小企業の経営革新への意欲喚起から、計画策定支援、計画承認後のフォロー

アップまで一貫した支援を行う。また、身近な商工会議所、商工会が経営革新支

援を一貫して行える仕組みを構築する。 

 

（１）中小企業イノベーション支援事業（予算額 １４，０３１千円） 

  ア 経営革新承認制度の推進 

 中小企業新事業活動促進法に基づき、新たな取組に挑戦する中小企業が

作成する経営革新計画の承認を行う。また、計画の作成及び円滑な実行に

ついて支援する。 

  イ 経営革新セミナー・チャレンジ経営宣言制度の実施 

 経営革新セミナー（２回）等を開催するとともに、経営向上に意欲的な

企業を「チャレンジ経営宣言企業」として登録し各種支援を行う。 

 

（２）中小企業経営力向上事業（予算額 ７５，７９３千円） 

 企業にとって身近な商工会議所・商工会による経営革新計画策定、申請・審

査及び実行までの一貫した企業支援体制を構築するための補助を行う。 

  ア 計画策定支援（専門家派遣等） 

  イ イノベーションニーズの掘り起し（経営革新塾、専門家巡回の実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予算額  ８９，８２４千円  

  経営革新計画の承認  県（産業支援課・地域振興センター） 

 依頼 

回答 
計画承認のため
の事前審査 

（委嘱専門家） 

計画策定 
及び実行支援の 

専門家 
 

（専門家） 

 
県内中小企業（製造業・小売業・サービス業など） 

 依頼 

 実施

依頼 

提出 

申請 

〔事業イメージ図〕 

 商工会議所・商工会（６９団体） 

（１）計画策定支援 

 ①「強み・弱み・診断」②経営革新計画策定支援 

 ③計画実行企業へのフォローアップ 

（２）イノベーションニーズの掘り起し 

 ①経営革新塾の開催 ②専門家巡回による促し 

相談・申請 
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中小企業制度融資事業費 

 

担当 金融課 企画・制度融資担当 

内線 ３８０１          

 

１ 目  的 

  企業の多様なニーズに対応した融資制度を運営することで、県内中小企業の円滑な資 

 金調達を支援する。 

 

２ 事業内容 

（１）総融資枠 

   総融資枠を３，６００億円とし、中小企業の資金需要に万全を期す。 

資 金 名 融資枠 資 金 名 融資枠 

  事業資金・一般貸付 ６００億円   経営革新計画促進融資 ５０億円 

  事業資金・短期貸付 ２５０億円   産業立地資金 １００億円 

  小規模事業資金 ３００億円    経営安定資金 ４００億円 

  起業家育成資金 １５０億円   経営あんしん資金 ５００億円 

  女性経営者支援資金 １００億円   企業パワーアップ資金 ２５０億円 

  企業成長設備資金 １００億円   借換資金 ７００億円 

  産業創造資金 １００億円 合 計  ３，６００億円 

 

（２）主な変更点 

  ア 融資利率の引下げ 

    市場金利の動向等を踏まえ、金融機関との連携により融資利率を０.１％引き下げる。 

  ＜例＞ 

    

  イ 先端産業への金融支援 

    企業成長設備資金の対象に先端産業創造プロジェクトの重点５分野（ナノカーボ 

   ン、医療イノベーション、ロボット、新エネルギー、航空・宇宙）を追加し、設備 

   投資を支援する。 

 

３ 予 算 額  １，７９９，４７４千円 

資 金 名  融資期間 現 行  

 

 

改定後 

 

事業資金・一般貸付 

５年超１０年以内 １.６％以内 １.５％以内 

３年超 ５年以内 １.５％以内 １.４％以内 

１年超 ３年以内 １.４％以内 １.３％以内 

女性経営者支援資金 

（女性起業家支援貸付） 

５年超１０年以内 １.１％以内 １.０％以内 

３年超 ５年以内 １.０％以内 ０.９％以内 

１年超 ３年以内 ０.９％以内 ０.８％以内 



                                    一部新規 
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県内企業の海外展開支援  

 

担当 企業立地課 国際経済担当 

内線 ３７７９          

１ 目  的 

  県内企業の海外市場での販路拡大を支援する。特に成長著しいアセアン等新興

国においてビジネス展開できるよう現地進出を促進するため取組を実施。 

 

２ 事業内容 

（１）○新 戦略的新興国市場参入支援（予算額 ３７，４１６千円） 

   ・上海ビジネスサポートセンターから上海サポートデスクへの転換 

  ・香港・インドネシアへのコーディネーターの配置 

  ・ジェトロ国内事務所の県内設置の検討、サービス業等海外展開支援 

（２）中小企業国際化支援（予算額 ８５，０３７千円） 

   ・埼玉県産業振興公社において貿易投資相談、海外ビジネスに関するセミナーを実施 

  ・日本・米国中西部会（米国ミズーリ州）への参加 

  ・海外展示会・商談会出展支援（米国、インドネシア、香港、台湾） 

  ・海外ビジネス人材の確保支援 

（３）アセアンマーケット参入推進（予算額 ５９，７９４千円） 

  ・ベトナムサポートデスク、タイサポートデスクの運営 

  ・ベトナム、タイにネットワーク推進員（各1名）、産業振興公社にマッチング

コーディネーター（1名）を配置しビジネスマッチングを推進 

  ・経済訪問団の相互派遣・展示会出展支援、県訪問団の派遣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  １８２，２４７千円 

【香港】 
・コーディネーター配置 

・展示会（ブランド食品） 
 

【米国】 

・日米中西部会への参加 

・展示会（医療機器） 

・人材交流会 

【ベトナム、タイ】 
・サポートデスクの運営 

・経済訪問団の相互派遣 
・展示会（機械等） 

・県訪問団の派遣 

・人材交流会 

【インドネシア】 
・コーディネーター配置 

・県訪問団の派遣 

・展示会（機械等） 
 

【中国】 
・上海ビジネスサポートセンターの見直し 

・商談会（自動車部品） 

・展示会（服飾、雑貨） 
 

【台湾】 
・商談会（自動化技術） 
 

【日本国内】 
・産業振興公社による国際化支援 

・ジェトロ国内事務所の県内設置の検討 

・サービス業等セミナー、研究会の開催 
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ベンチャー企業の支援事業  

 

担当 産業支援課 創業支援担当 

内線 ３７７３         

 

１ 目  的 

 県内ベンチャー企業を包括的に支援することで、ベンチャー企業全体のレベルアップ

を目指す。 

 

２ 事業内容 

（１）創業・ベンチャー支援事業（予算額 ７４，２８５千円） 

   創業・ベンチャー支援センター埼玉にアドバイザーを設置し、ベンチャー

  企業のステージに合わせたワンストップ支援を行う。 

  

   ・アドバイザーによる無料経営相談 

    月～土曜日 ９：００～１７：００ 

  ・士業による専門無料相談 

  ・各種セミナー等の開催 

 

（２）魅力あるベンチャー企業育成事業（予算額 ４，９０９千円） 

  ア 埼玉ベンチャーピッチの開催 

    ベンチャー企業と大企業とのビジネスマッチングを行う。 

 

     ・年６回、主に早朝７時３０分から実施 

      ・４社がプレゼンを実施し、その後名刺交換会 

     ・女性起業家特集等の特別版も実施 

 

  イ 埼玉ベンチャープラットフォーム運用 

    埼玉ベンチャー企業サイトを運営する。 

 

    ・ベンチャーピッチ登壇企業の情報 

     を発信 

    ・登壇企業の動画作成・テレビ放送 

     で商品・サービスをアピール 

       ・専門家による定期フォローアップ支援 

 

   

３ 予 算 額  ７９，１９４千円 

サイト 

ベンチャー企業 

金融機関等 

支援企業 

支援・助言 

自社製品 PR 
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地域商業の強化  

 

担当 商業・サービス産業支援課 商業担当 
内線 ３７６１ 

 

１ 目  的 
  商店街の体制強化、商店街の魅力の創出により地域商業の強化を図る。  

 

２ 事業内容 
（１）黒おび商店街応援事業 

  ア 商店街活動ノウハウ手引書の作成及びセミナーの開催 

    効果的なイベントの開催手法や空き店舗対策など、他の模範となる黒お

び商店街の活動事例を参考に、商店街活動マニュアルを作成し、手引書解

説セミナーを開催 

 

  イ 「黒おび商店街」への補助 

    集客力の高いイベントやインバウンド対応など、黒おび商店街の活力向

上に寄与する取組に対する補助 

 

（２）「みんなで商店街に行こう」キャンペーン推進事業 

 「全県一斉商店街まつり」、「街バルめぐり」といった商店街集客イベントの開催

支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額 １３，７４６千円 

地域商業の強化 

商店街の体制強化 商店街の魅力の創出 

黒おび商店街応援事業 「みんなで商店街に行こう」 

            キャンペーン推進事業 
  

・「全県一斉商店街まつり」の開催支援 

・「街バルめぐり」の開催支援 

商店街活動ノウハウ 

手引書の作成 

手引書解説セミナー

の開催 

黒おび商店街への補助金 
・補助率１／２ 

・補助上限額２５万円 
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企 業 誘 致 の 推 進 

 

担当  企業立地課  

（１）（３）企業誘致担当 内線 ３７４８  

（２）総務・立地窓口担当 内線  ３８００ 

１ 目  的  

  充実した高速道路網などの立地優位性を活かしながら、企業誘致活動を

展開し、県内産業の振興や雇用の創出、税収の確保につなげる。  

 

２ 事業内容 

（１）企業立地推進事業（予算額 ２６，９０６千円）  

   ① 戦略的産業立地推進事業          

    ・企業誘致活動の展開、企業立地情報・用地情報の収集・提供 

   ② 立地企業フォローアップ推進事業費 

    ・ビジネス懇談会の開催、立地企業に対するフォローアップ訪問 

   ③ 関西地区企業誘致推進事業       

    ・大阪での企業交流会の開催など関西地区企業に対する誘致活動  

   ④  企業立地推進役活動費 

    ・企業誘致に係る非常勤職員の活動費 

（２）産業立地促進助成費（予算額 １，３７０，８８１千円） 

   県内への企業立地を促進するため、県内に工場等を建設し、雇用の創

出等に貢献した企業に対し、工場等の建設に係る不動産取得税相当額の

補助金を交付する。 

（３）産業用地開発促進事業（予算額 ４，８０３千円） 

   先端産業企業の集積を図るため、企業の立地ニーズと産業用地    

開発に積極的な市町村の開発ニーズとのマッチングを実施する。  

 

 

 

                               

 

 

 

                   ＜杉戸屏風深輪産業団地＞ 

３ 予 算 額  １，４０２，５９０千円 



新 規 
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アクティブシニア活躍支援事業  

 

          担当 就業支援課 中高年者支援・ハローワーク特区担当 

          内線 ４５３４ 

１ 目 的 

  シニアの職域を拡大するとともに、働きたいシニアの就職支援を行うなど、シニアも社会を支える 

 側として活躍できるような取組を行い、シニア革命を推進する。 

 

２ 事業内容  

（１）シニア革命のムーブメントの醸成（予算額 １２，５２２千円） 

  ・アクティブシニア応援協議会を設置し、シニア革命埼玉宣言をアピール 

   ・シニアドリームフェスタを開催し、シニアと企業の就職イベント、シニア起業家との交流、ボラ 

   ンティア紹介ブース及びシニア向け新商品の見本市等を実施 

（２）働き方の改革（予算額 ３２，６４０千円） 

    ・正社員の働き方を見直し、シニアが対応可能な仕事を切り出し 

    ・企業等に働きかけ、シニア求人を開拓 

（３）セカンドキャリアセンターの設置（予算額 １１６，７２９千円） 

   ・ハローワーク浦和・就業支援サテライト及び県内７市で、セミナー、カウンセリン 

   グ、資格・技能の習得、就職マッチングまで一体的に実施 

（４）シルバー人材センターの改革（予算額 １５，４４９千円） 

   ・シルバー人材センターが行う先進的取組への財政支援により、モデル事業を構築し、シニアの職 

   域を拡大 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

  

 

 

３ 予算額 １７７，３４０千円 

セカンドキャリアセンターを設置

（県内８か所） 

働き方改革を推進 生涯現役社会の推進役に！ 

 

先進モデル事業を支援 

（５００万円×３団体） 

アクティブシニア応援協議会 ～シニア革命埼玉宣言をアピール～ 

シニアドリームフェスタ   ～就職やボランティアのきっかけづくりイベント～ 

 

正社員の仕事 

本来業務に 

集中 

シニアの 

活用 

仕事の 

切り出し 

新たな職場を 

見つける 

働きやすい 

職場を増やす 

シルバー人材

センターを改革 

 セ
ミ
ナ
ー 

 適
職
診
断 

 
資
格
・技
能 

の
習
得 

 マッ
チ
ン
グ 

 

 

就 

職  

市町村 

と連携 
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ハローワーク特区の推進と身近な就職相談の拡大  

 

          担当 就業支援課 中高年者支援・ハローワーク特区担当 

          内線 ４５３２ 

１ 目的 

  ハローワーク特区で設置した「ハローワーク浦和・就業支援サテライト」において、国のハローワ 

 ークと連携して相談から職業紹介までワンストップ支援を実施する。また、身近な場所で気軽に相談 

 できるよう、市町村におけるハローワーク求人情報を活用した相談窓口の拡充を図る。 

 

２ 事業内容 

（１）ハローワーク浦和・就業支援サテライト運営費（予算額 １３２，８７６千円） 

  ・ハローワークの職業紹介と県の就職相談、生活・住宅相談など求職者の様々なニー 

   ズに対応した多様な支援を一体的に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）シニアコーナー（セカンドキャリアセンター）の開設  

                    （予算額 ２９，６４６千円）【一部再掲】 

  ・サテライトの「中高年コーナー」を再編して新たに「シニアコーナー」を設け、定 

   年退職後の多様な働き方の相談、シニア向けの求人情報の提供や各種セミナーの開 

   催などにより、元気なシニアの就職活動を支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）県内どこでも就職相談推進事業（予算額 ５，８１４千円） 

  ・就職相談窓口のない市町村におけるハローワーク求人情報を活用した相談窓口の設

置を支援する。 

 

３ 予算額  １６８，３３６千円 

 

求 

職 

者 

 

就職相談、 

就職支援セミナー 【県】 

職業紹介 
ハローワーク 【国】 

就 

職 

生活・住宅相談 【県】 

福祉人材紹介コーナー【県】 

       

若者コーナー 【３９歳以下】 

  中高年コーナー 

          【４０歳以上】 

女性コーナー 

【現在】 
       

若者コーナー 【３９歳以下】 

ミドルコーナー【４０～５９歳】 

女性コーナー 

【２８年４月～】 

シニアコーナー【６０歳以上】 

（セカンドキャリアセンター） 



 - 30 - 

 

若年求職者に対する就業支援 
 

                   担当 就業支援課 若年者支援担当 

                   内線 ４５３８         

 

１ 目 的 

 若年求職者の早期就職・正規雇用化と県内企業の人材確保を支援するため、若者と

企業が直接交流する就活イベントや職場体験を取り入れた就職支援、カウンセリン

グ・就職支援セミナーなど一人一人の状況に応じたきめ細かな支援を行う。 

 

２ 事業内容 

（１）若者正規雇用化拡大事業（予算額 １８２，９４７千円） 

  ア 夢ある埼玉・就活プロジェクト 

・県内大学、経済団体及び国等と連携し、合同企業面接会等を開催 

・企業の採用担当者を対象に採用活動ノウハウを提供し、県内企業の人材確保を 

 支援  

 

 

 

 

 

 

イ わかもの仕事チャレンジ事業 

  新卒未就職者、フリーター等１５０人を対象に、ビジネス基礎研修と適性に応 

 じた実習を組み合わせて実施し、正規雇用化を実現 

 

 

 

 

 

ウ 国・市町村との連携による正規雇用化支援 

  非正規雇用の割合が高い地域において、ハローワークや市町村等の関係機関  

 を構成員とした連携会議を設置し、正規雇用化に向けた取組を一体的に実施  

 

（２）ハローワーク浦和・就業支援サテライト若者コーナーでの相談、セミナー開催等 

                    (予算額 ６２，６１３千円）（一部再掲） 

 就職相談、心理カウンセリング、就職支援セミナー等を実施 

 

３ 予 算 額  ２４５，５６０千円 

  

 

 
 

実習先の業務習得、業種・職種の理解を深める 

 
 
 
 
電話対応などビジネス 

マナーの基本を習得 

ビジネス基礎研修 
（１週間） 正

規
就
労 

企業での職場実習（１か月） 

 
 
企業の課題解決策を提案する訓練を行い、企画力等を習得 

企業の課題解決型実習（３か月） 

・４０

社 

面接会 

（１２

月） 

就 

職 

 
 
 

 
 

  
 

 
 

 

国や経済団体等と連携した合同企業面接会 

企業の魅力を早期に集中的に発信 未内定学生を支援 

採用担当者向けセミナー 

合同企業説明会 

（11 月） 

 

合同企業説明会 

（７月） 

 

合同企業説明会 

（５月） 
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大学生のための県内企業魅力発見事業  

 

                  担当 就業支援課 若年者支援担当 

                  内線４５３７  

 

１ 目  的 

  県内企業で働くことの魅力を早期に県内大学の学生に伝え、県内企業を就職先の選  

 択肢に加えてもらうために、企業が参加する課題解決型授業の県内大学への導入を支  

 援する。  

 

２ 事業内容 

（１）企業参加による課題解決型授業の導入・運営に対する補助（５大学） 

   補助率 １０／１０（上限４，６６０千円）  

 

（２）企業参加による課題解決型授業普及促進のシンポジウム開催 

   課題解決型授業を導入した大学及び参加企業による授業実施成果の発表  

 

（３）県内企業の魅力を伝える「県内企業図鑑」の製作・活用 

   学生が授業でインタビューに訪問した企業の魅力をまとめた冊子を製作。 

   学生の視点を生かした企業情報を掲載し、就活をする大学３・４年生に利用して 

  もらうことで県内企業の魅力をＰＲ。  

 

３ 予算額  ２５，２７６千円 

大学１年 大学２年 大学３年 大学４年 

     

「県内企業図鑑」の活用 

内

定

・

就

職 
社会人インタビュー 

（キャリアデザイン） 

企業参加型授業（課題解決型）  

内

定

・

就

職 

＜インターンシップ・就職活動＞ 
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大学生インターンシップの推進 
 

担当 産業人材育成課 委託訓練・連携推進担当 

内線 ４６０７                

 

１ 目  的 

 企業での実習等を通じて職業意識を高め、県内企業に対する理解を深めるため、イン

ターンシップを実施する。 

 

２ 事業内容 

（１）一般型インターンシップ推進事業（予算額 １１，２０６千円） 

 本格的な就職活動を始める前の大学生を対象に、１～２週間程度の短期インタ

ーンシップを実施する。 

 

（２）○新 課題解決型インターンシップ推進事業（予算額 ８，６８７千円） 

   県内企業の具体的な課題の解決に向けて、大学研究室のサポートを得なが

ら学生と企業が共同して調査・研究・開発等を行う長期（３～６か月程度）

インターンシップを実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  １９，８９３千円 
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障害者に対する就業支援 
 

               担当 就業支援課 障害者支援・人材確保担当 

               内線 ４５３６ 

 

１ 目  的 
 企業における障害者の雇用支援と離職防止の取組を進め、障害者の雇用機会拡大と職場定着を図る。 

 

２ 事業内容 
（１）障害者雇用サポートセンター運営費（予算額 ３２，３５２千円） 

     障害者雇用に理解を示す企業に対し、具体的な雇用の提案や雇用管理のアドバイスなどを行い、

  障害者の就労の場の創出を図る。 

 

（２）精神障害者雇用拡大推進事業（予算額 ３４，３９３千円） 

     精神保健福祉士、精神障害者雇用アドバイザーのチーム支援により、精神障害者の受入企業の拡

大と就業環境の整備を図るとともに、精神障害者に対する企業の理解を深めるため、実践的訓練を

受け入れる企業の開拓を行う。 

 

（３）障害者雇用推進事業（予算額 ７２，６１１千円） 

   障害者雇用開拓員を５人配置し、企業経営者への直接要請により雇用の受け皿づくりを進めると

ともに、企業における障害者の短期雇用体験の実施や職場適応援助者（ジョブコーチ）の派遣によ

り障害者の雇用拡大と職場定着を促進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予 算 額  １３９，３５６千円 

障 
 
 

害 
 
 

者 

（１）障害者雇用サポートセンター運営費 

企業に対し障害者雇用の具体的提案や雇用管理などに関する 

アドバイスを行い、企業の障害者雇用を支援する 

（２）精神障害者雇用拡大推進事業 

  ・ 精神保健福祉士と精神障害者雇用アドバイザーのチームで 

   県内企業を訪問し、雇用のノウハウを助言して雇用拡大と 

   就業環境の整備を図る 

 ・ 精神障害者の実践的訓練の受け入れ企業の開拓 

 

 

離
職
防
止 

就 

労 

支 

援 

（３）障害者雇用推進事業 

① 障害者雇用開拓推進 

   障害者雇用開拓員５人が法定雇用率未達成の県内企業を 

   訪問し、経営者に障害者雇用を直接働きかける 

   （障害者雇用の受け皿拡大） 

② 障害者雇用開拓・チャレンジ体験事業 

     障害者の雇用経験がない企業などで障害者の雇用体験を実施 

     （企業経営者の雇用意欲の醸成と障害者の就労の場を拡大） 

③ 障害者職場定着支援事業 

 企業などへ職場適応援助者（ジョブコーチ）を派遣 

     （就労継続に困難を抱える障害者の職場定着を支援） 

 職
場
定
着 

 

 

企 
 
 
 
 
 
 
 

業 
雇 

用 

支 

援 
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県内中小企業合同入社式等開催事業費  

 

担当 勤労者福祉課 労働福祉担当 

内線 ４５１８          

 

１ 目  的 

  県と経済団体が連携して県内中小企業の新入社員を対象とする合同入社式

及び合同研修会を開催することにより、新入社員の定着促進を図る。 

 

２ 事業内容 

（１）合同入社式 （予算額 １，７５０千円） 

・知事や先輩社員等から新入社員に対する激励・応援を行う。 

 対象：県内中小企業新入社員 ３００人  

 時期：平成２８年４月下旬 

 

（２）合同研修会 （予算額 ５，０１０千円） 

  ・入社式参加者を対象に、地域別にビジネスマナーなどの基礎的な研修を行

 うとともに、社員同士の交流や仲間づくりを支援する。 

   ① 基礎研修（県内５会場１０回 ５～６月） 

   ② フォローアップ研修（県内５会場１０回 １０～１１月）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予算額 ６，７６０千円 

県と経済団体が連携 

課 題 

 

 

 

合同入社式 

 

・知事応援メッセージ 

 

・先輩社員の応援 

 

・著名人の激励 

合同研修会 

 

効 果 

 

仲間が少ない 

離職率が高い 

人間関係の 

トラブルが多い 

働く意欲の 

向上 

人材定着 

仲間づくりを支援 
能力育成・ 

発揮 

 基礎研修 

 ・ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰ 

 ・接遇 

 ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ など 

 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修 

 ・仕事の進め方 

 ・課題対応 など 

 


